
議会だより

No.133 2021.4.16 発行No.133 2021.4.16 発行

新年度予算説明を受ける議員

今号の写真

令和３年度の一般会計予算、特別会

計予算の説明を真剣に聞きながら予算

書に目を通している議員の姿です。

議場ではコロナウイルス対策でマスクを

着用しています。

表紙　議会の様子

●令和３年度当初予算 ･････････････････････ P2

●予算質疑 ･･･････････････････････････････ P3

●予算質疑・補正予算（質疑）・人事案件 ･････ P4

●臨時会報告・議案目録 ･･･････････････････ P5

●議長あいさつ・委員会構成紹介 ･･･････････ P6

●総務建設産業常任委員会審査報告 ･････････ P7

●教育民生観光常任委員会審査報告 ･････････ P8

●一般質問（８名）････････････････････ P9 ~ P16

●わたしのひとこと（２名）･････････････････ P17

裏表紙　議員リレー・久大線開通写真・編集後記
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新年度予算を決定

復興、災害に強いまちづくりのための

特別会計総額特別会計総額 32億0,677万円

全会計 111155億億8,9778,97777万万円円115億8,977万円

一般会計一般会計 83億8,300万円

国民健康保険 14億1,411万円

水道 1億1,804万円

飯田高原診療所 7,200万円

介護保険 14億6,161万円

後期高齢者医療 1億4,099万円

令和2年豪雨災害復旧事業

4億5,628万円

主要事業

（対前年比　2億5,117万円増　2.2％増）

（対前年比　４億900万円増　5.1％増）

（千円以下切捨）

特別会計内訳

新型コロナウイルス予防事業

7,562万円

防災行政無線デジタル化整備事業

2億848万円

まち・ひと・しごと総合戦略事業

3億2,567万円

定
　
例
　
会
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増
田
裕
子
議
員

　
　

Ｑ
　
新
設
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
事
業

補
助
金
の
内
容
は
。

Ａ
　
町
の
規
定
で
設
置
し
た
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
対
象
に
、
購
入
１
／
４
以
内

（
限
度
額
２
万
円
）
、
自
主
製
作
原
材

料
費
の
１
／
２
以
内
（
同
１
万
円
以

内
）
、
ネ
ッ
ト
１
／
２
以
内
（
同
２
千
円

以
内
）
。
新
規
・
更
新
設
置
に
対
し
て

の
補
助
金
で
あ
る
。

Ｑ
　
観
光
費
広
告
料
５
、
８
７
０
万
円
、

観
光
情
報
発
信
事
業
委
託
３
、
５
６
８

万
円
と
１
千
万
円
ほ
ど
の
投
資
。
全
国

か
ら
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
を
呼
び
集

め
る
方
針
か
。

Ａ
　
観
光
情
報
発
信
事
業
は
、
ア
ウ
ト
ド

ア
観
光
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
情
報
発

信
な
ど
予
定
し
て
い
る
。
山
の
日
記
念

全
国
大
会
は
観
光
振
興
の
起
爆
剤
と
し

て
位
置
付
け
、
取
り
組
む
。
集
客
等
は

コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
重
点

エ
リ
ア
を
設
定
し
て
い
く
。

Ｑ
　
泉
水
キ
ャ
ン
プ
場
更
新
検
討
支
援
業

務
委
託
、
将
来
に
向
け
た
町
の
考
え
方

は
。

Ａ
　
施
設
の
老
朽
化
検
査
、
デ
ー
タ
作

成
、
利
用
状
況
に
基
づ
く
整
備
計
画
作

成
等
を
委
託
す
る
。
完
成
品
の
納
品
は

無
理
か
も
し
れ
な
い
が
、
12

月
ご
ろ
ま

で
に
素
案
な
ど
を
も
ら
い
、
令
和
４
年

度
予
算
に
反
映
さ
せ
た
い
。
委
託
に
よ

る
調
査
結
果
を
受
け
、
町
の
方
針
を
決

め
て
い
き
た
い
。

有
吉
富
生
議
員

　
　

Ｑ
　
温
泉
土
地
貸
付
料
の
温
泉
５
件
、
建

物
２
件
の
場
所
は
。

Ａ
　
温
泉
に
つ
い
て
は
、
大
湯
、
元
湯
、
せ

ん
し
ゃ
く
湯
で
あ
る
。

Ｑ
　
会
計
年
度
任
用
職
員
、
再
任
用
職
員

は
何
名
か
。

Ａ
　
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
91

名
。
再

任
用
職
員
は
、
７
名
。

岐
部
俊
哉
議
員

　
　

Ｑ
　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
検
討
結
果
は
い
つ
頃
に
示
す

の
か
。
組
織
の
設
立
の
時
期
は
。
研

修
、
視
察
は
し
な
い
の
か
。

Ａ
　
令
和
２
年
度
に
予
算
計
上
し
た
視
察

研
修
は
、
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
実
施
で
き
て

い
な
い
。
既
に
視
察
研
修
の
時
期
は
外

れ
て
お
り
、
検
討
委
員
会
の
町
へ
の
報

告
は
、
令
和
３
年
度
上
期
、
令
和
４
年

４
月
に
は
設
立
の
準
備
に
担
当
課
と
し

て
は
入
っ
て
い
き
た
い
。

佐
藤
明
郎
議
員

　
　

Ｑ
　
予
算
計
上
は
な
い
が
、
公
用
車
に
対

す
る
表
示
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

Ａ
　
実
施
に
向
け
て
準
備
中
で
あ
る
。

Ｑ
　
病
児
、
病
後
児
保
育
事
業
負
担
金
、

県
内
広
域
利
用
に
係
る
負
担
金
。
中
身

と
利
用
者
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ
　
病
児
保
育
は
医
療
機
関
、
病
後
児
保

育
は
社
会
福
祉
法
人
の
併
設
施
設
で
実

施
が
ほ
と
ん
ど
。
九
重
町
に
は
、
こ
の

設
備
が
整
っ
て
い
な
い
。
玖
珠
町
に
あ
る

病
後
児
保
育
施
設
を
必
要
な
と
き
に
使

え
る
よ
う
に
予
算
措
置
し
て
い
る
。
メ

リ
ッ
ト
は
施
設
利
用
が
可
能
に
な
る
と
い

う
こ
と
。

Ｑ
　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
負
担
金
は
、
大
分

県
所
有
の
分
は
負
担
は
な
い
の
か
。
離

着
陸
の
場
所
に
限
定
は
あ
る
の
か
。
よ

り
多
く
の
場
所
で
離
着
陸
可
能
に
な
る

よ
う
協
議
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
大
分
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
市
町
村
負

担
は
な
い
。
離
着
陸
に
は
一
定
の
広
さ

が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
大
分
県
と
話
を

し
て
い
き
た
い
。

当
初
予
算
質
疑

定

例

会
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正
予
算
質
疑
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佐
藤
明
郎
議
員

　

Ｑ
　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
、
令

和
２
年
度
よ
り
多
い
４
、
５
０
０
万

円
の
計
上
、
昨
年
だ
け
で
な
く
過

去
の
実
績
で
も
、
最
終
的
に
減
額

を
し
て
い
る
が
、
こ
の
根
拠
は
。

Ａ
　
合
併
浄
化
槽
の
申
請
は
、
近

年
増
え
て
き
て
い
る
。
今
年
度

は
災
害
の
関
係
で
申
請
が
で
き

な
い
方
々
が
い
た
。

Ｑ
　
中
小
企
業
小
規
模
事
業
者
振

興
基
本
条
例
の
計
画
策
定
の
委

員
報
酬
、
平
成
31

年
度
に
条
例

は
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
計
画

は
今
か
ら
策
定
す
る
の
か
。

Ａ
　
令
和
２
年
度
に
予
算
計
上
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
年

間
延
期
を
し
た
。

Ｑ
　
遠
距
離
通
学
費
補
助
金
３
１

６
万
４
千
円
、
対
象
人
数
は
。

Ａ
　
２
〜
４
㎞
　
62

名
、
４
〜
５
㎞

　
12

名
　
５
㎞
以
上
　
４
名
を

予
定
。

Ｑ
　
２
〜
４
㎞
で
年
間
３
千
円
。
20

年
前
に
作
っ
た
条
例
の
ま
ま
だ

が
、
金
額
を
上
げ
る
考
え
は
な

い
か
。

Ａ
　
国
が
遠
距
離
通
学
に
つ
い
て
、

一
定
の
補
助
を
す
る
が
、
２
〜

４
㎞
に
つ
い
て
は
出
て
い
な
い
。
予

算
の
関
係
も
あ
る
が
維
持
を
し

て
い
る
。
今
後
は
検
討
が
必
要
。

増
田
裕
子
議
員

　
　

Ｑ
　
国
か
ら
の
災
害
臨
時
特
例
補

助
金
１
、
０
９
８
千
円
と
は
。

Ａ
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
減
収
し
た
被
保

険
者
等
に
係
る
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
。
令
和
２
年
７
月
豪

雨
で
罹
災
（
半
壊
以
上
）し
た
被

保
険
者
等
に
係
る
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
及
び
一
部
負
担
金

（
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
）
の

免
除
に
対
す
る
財
政
支
援
で
、

一
般
被
保
険
者
医
療
給
付
費
分

に
充
当
さ
れ
る
。

佐
藤
明
郎
議
員

　
　

Ｑ
　
担
い
手
を
育
成
す
る
負
担
金

が
２
０
０
万
円
の
減
額
。
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
の
中

で
も
重
要
な
施
策
。
減
額
の
要

因
は
。
申
請
待
ち
の
状
態
は
な

い
か
。

Ａ
　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、
講
習

会
、
研
修
会
が
軒
並
み
中
止
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
要
因
。
申
請

待
ち
の
状
況
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
の

状
況
を
見
な
が
ら
積
極
的
な
取

組
に
変
え
て
行
き
た
い
。

人

権

擁

護

委

員

　
工
藤
　
勝
美
さ
ん

（
野
上
・
野
矢
）

　
麻
生
　
夕
子
さ
ん

（
東
飯
田
・
下
旦
一
）

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

　
矢
野
　
準
一
さ
ん

（
南
山
田
・
富
迫
）

当
初
予
算
質
疑

 特別会計 補正額 補正後額

国保 △1,324 万円 14 億 9,839 万９千円

水道 △4,591 万 5 千円 2 億 8,167 万６千円

飯田高原診療所 △161 万４千円 6,864 万５千円

介護保険 △16 万８千円 15 億 4,604 万５千円

一般会計

補正額 △９億１,６７２万６千円

補正後額 １１８億９,０１２万５千円

令和２年度　補正予算

同意

人
事
案
件

同同

3 件

定
　
例
　
会
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議案番号

報告第１号

議案第１号

議案第２号

結　果

承　認

可　決

同　意

令和３年２月･・第１回臨時会･・提出議案

件             名

専決処分の報告同承認を求めることについて 理     由

専決第１号 令和 2 年度九重町一般会計補正予算（第１２号）

工事請負契約について（保健福祉センター空調換気設備改修工事）

監査委員の選任について

小規模災害対策2,500万円・中小企業対策2,715万円・新型コロナ対策460万円を専決

☆ 専 決 第 1 号 に つ い て 　主な理由 3 件他で５億４,００２万２千円の補正予算を組む

《 佐藤明郎 》《 増田裕子 》《 麻生良典 》

Q　中小企業支援の実績と支援の対象が観光と飲食関係だけであるが関連業者への支援の計画はあるのか

A　2 月16 日の段階で 25 件 800 万の申請がある。支援対象については落ち込みの大きな業種に絞っている

《 岩尾茂樹 》

Q　新型コロナ感染拡大防止の予算で職員の時間外手当が一般財源から支出されているが国や県からの補助はないのか

A　 現段階では国県からの補助金が明確ではないが、いずれ10 割の補助金の対象となる見込みである

☆ 議 案 第 １ 号 に つ い て 　契約の金額８,３００万６千円  契約方法 要件設定型一般競争入札

《 佐藤博美 》

Q　14 社中13 社が最低制限価格での入札であり競争入札の原理が働いているのか

A　最低制限価格は、多くの自治体が中央公共工事契約制度運用連絡協議会のモデルを準用して価格を設定している

☆ 議 案 第 ２ 号 に つ い て 　地方自治法に基づき下記の１名を監査委員として選任することについて議会の同意
を求める

岐部俊哉（議選）

No

議案第   3 号

議案第   4 号

議案第   5 号

議案第   6 号

議案第   7 号

議案第   8 号

議案第   9 号

議案第 10 号

議案第 11 号

議案第 12 号

議案第 13 号

議案第 14 号

議案第 15 号

議案第 16 号

議案第 17 号

議案第 18 号

議案第 19 号

議案第 20 号

議案第 21 号

諮問第   1 号

諮問第   2 号

付託

総建産

教民観

無

総建産

無

結 果

可 決

同 意

可 決

同 意

案 件 名

各種委員会の委員等の報酬及び費用弁償条例の一部改正について

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について

職員の給与の特例に関する条例の全部改正について

九重町道路占用及び占用料徴収に関する条例の一部改正について

九重町介護保険条例の一部改正について

九重町指定地域密着型サービスの事業に係る申請者の要件並びに人員、設備及び

運営に関する基準等を定める条例等の一部改正について

令和 2 年度九重町一般会計補正予算（第 13 号）

令和 2 年度国民健康保険特別会計補正予算（第 4 号）

令和 2 年度水道特別会計補正予算（第 4 号）

令和 2 年度飯田高原診療所特別会計補正予算（第 4 号）

令和 2 年度介護保険特別会計補正予算（第 3 号）

令和 3 年度九重町一般会計予算

令和 3 年度国民健康保険特別会計予算

令和 3 年度水道特別会計予算

令和 3 年度飯田高原診療所特別会計予算

令和 3 年度介護保険特別会計予算

令和 3 年度後期高齢者医療特別会計予算

固定資産評価審査委員会委員の選任について

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の一部改正について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

第１回臨時会第１回臨時会

第1回定例会議案目録第1回定例会議案目録

小規模災害対策事業関連
新型コロナ感染拡大防止
中小企業支援対策事業

議

案

一

覧
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こ
の
度
の
臨
時
議
会
の
改
選

で
、
議
長
の
大
役
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
公
平
無
私
を
基

に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
、

今
後
の
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
の
、
世
界
的
流
行
で

終
息
の
み
え
な
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
、

そ
し
て
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
、
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
７
月
豪
雨
。
復
旧
・
復
興

に
、
行
政
、
議
会
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
２
０
４
０
年
に
は
、
６
０
０
０
人

と
予
想
さ
れ
る
人
口
減
少
、
い
ろ
ん

な
課
題
が
あ
る
中
、
農
業
と
観
光

を
中
心
に
、
町
民
の
幅
広
い
声
を

聞
き
、
日
本
一
の
田
舎
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　　
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

議

長

就

任

に

あ

た

っ

て

議
長

　菅
原

　美
好

新 体 制 紹 介新 体 制 紹 介

職名

委員長

副委員長

委　員

委　員

委　員

委　員

氏　名

有　吉　富　生

増　田　裕　子

佐　藤　博　美

大津留　敏　加

土　井　眞一郎

麻　生　良　典

職名

委員長

副委員長

委　員

委　員

委　員

委　員

氏　名

野　上　香代子

土　井　眞一郎

佐　藤　博　美

大津留　敏　加

麻　生　良　典

岐　部　俊　哉

職名

委員長

副委員長

委　員

委　員

委　員

委　員

氏　名

増　田　裕　子

佐　藤　博　美

有　吉　富　生

麻　生　良　典

岐　部　俊　哉

野　上　香代子

日出生台演習場対策特別委員会議会広報特別委員会議会運営委員会

職名

議　長

副議長

氏　名

菅　原　美　好

佐　藤　明　郎

職名

委員長

副委員長

委　員

委　員

委　員

委　員

氏　名

麻　生　良　典

岩　尾　茂　樹

大津留　敏　加

増　田　裕　子

岐　部　俊　哉

佐　藤　明　郎

職名

委員長

副委員長

委　員

委　員

委　員

氏　名

佐　藤　博　美

野　上　香代子

菅　原　美　好

有　吉　富　生

土　井　眞一郎

教育民生観光常任委員会総務建設産業常任委員会正副議長

新
体
制
紹
介
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議案

5 件審  査  報  告総務建設産業常任委員会

九重町道路占用及び占用料徴収に

関する条例の一部改正

　大分県道路占用徴収条例の一部改正に伴い、九重

町道路占用及び徴収に関する条例の一部を改正しま

す。

　平成３０年度の固定資産税評価額の評価替え及び賃

料水準調査結果を踏まえて九州ブロック統一単価が作成

されたことにより、本条例の第９条にある別表、占用料

の金額、を変更します。対象が大変多くここでは紹介し

きれませんので、役場担当課に問い合わせてください。

各種委員会の委員等の報酬

及び費用弁償条例の一部改正

　現在、九重町の学校医、学校歯科医並

びにこども園医、こども園歯科医の報酬は年

額４５,０００円ですが、県内の多くの自治体で

は年報酬額は６０,０００円以上です。昨今の

情勢により医師の指導・助言を受ける機会

が多くなり、これまで以上に学校保健での重

要性が増しています。このため、九重町に

おいても年報酬額を６０,０００円に引き上げる

ことにしました。

職員の給与の特例に関する

条例の全部改正

　ラスパイレス指数の平準化に向けて職員

の給料を減額します。令和２年12月に総務

省が公表した九重町のラスパイレス指数は

99.8です。これに伴い令和３年４月１日から

令和４年３月３１日までの間、職務の級別に

５級２.５％、６級４.０％、７級５.５％の減額を

行います。

職員の特殊勤務手当に関して、

条例を一部改正します

・行政改革の一環として、町税の賦課徴収事務に従事

する職員、保健予防に従事する保健師及び家畜診療

に従事する獣医師への特殊勤務手当を平成１８年度

から凍結しています。この措置を更に２年間延長しま

す。

・新型コロナウイルス感染症により生じた事態に対処する

ための伝染病防疫作業に従事する職員の特殊勤務手

当の特例を定めます。

　新型コロナウイルス感染症の患者等が宿泊する施設で

感染症から町民の生命及び健康を保護するために緊

急的措置が発生する可能性があります。このため、

特例として、これまでの感染症防疫作業への特殊勤

務手当とは別に、１日につき３,０００円もしくは条件により

４,０００円を支給します。

常
任
委
員
会
報
告
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地域交流事業（下旦祇園との交流）

○主な改正点

　（第７期：H30 ～ R2 年度）　　（第８期：R3 ～ R5 年度）　

　　※　金額は、年額。（　）内は増減及び基準額に対する割合

第 1 段階 35,880 円 ⇒ 35,700 円 （－180 円：0.5 ％）

第 2 段階 53,820 円 ⇒ 53,550 円 （－270 円：0.75％）

第 3 段階 53,820 円 ⇒ 53,550 円 （－270 円：0.75％）

第 4 段階 64,584 円 ⇒ 64,260 円 （－324 円：0.9 ％）

第 5 段階 71,760 円 ⇒ 71,400 円 （－360 円：基準額）

第 6 段階 86,112 円 ⇒ 85,680 円 （－432 円：1.2 ％）

第 7 段階 93,288 円 ⇒ 92,820 円 （－468 円：1.3 ％）

第 8 段階 107,640 円 ⇒ 107,100 円 （－540 円：1.5 ％）

第 9 段階 121,992 円 ⇒ 121,380 円 （－612 円：1.7 ％）

・第 1 段階の第 1 号被保険者の介護保険料の軽減措置について、国が実施する低所得者

軽減強化が継続されるため。

　　（第８期：R3 ～ R5 年度）

第１段階 35,700 円 ⇒ 21,420 円 （－14,280 円：－0.2 ％）

第２段階 53,550 円 ⇒ 35,700 円 （－17,850 円：－0.25％）

第３段階 53,550 円 ⇒ 49,980 円 （－ 3,570 円：－0.05％）

上記軽減措置を継続する。

　
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年

度
ま
で
の
計
画
期
間
中
に
必
要

な
、
第
１
号
被
保
険
者
（
65
才
以

上
）
の
介
護
保
険
標
準
給
付
見
込

額
を
基
準
と
し
た
、
介
護
保
険

料
の
算
定
を
行
っ
た
結
果
、
計
画

期
間
中
必
要
と
な
る
保
険
料

が
、
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
所
得
の
少
な
い
第
１
段
階
の
第

１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
の

軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
、
継
続
と

な
り
ま
す
。

　
省
令
の
公
布
に
伴
い
、
居
宅
基

準
等
が
改
正
さ
れ
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
、
既
存
の
地
域
資

源
や
地
域
の
人
材
を
活
用
し
な

が
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
実
施

が
で
き
る
よ
う
所
要
の
改
正
を
行

い
ま
す
。

　
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
当

た
る
職
員
に
、
認
知
症
介
護
基

礎
研
修
の
受
講
が
義
務
付
け
ら

れ
る
こ
と
や
、
地
域
密
着
型
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
人
員
配
置

基
準
に
つ
い
て
、
職
員
の
勤
務
シ

フ
ト
を
組
み
や
す
く
す
る
等
の
取

組
み
を

推

進

す
る
こ
と
、
ま

た
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
公
正

中
立
性
の
確
保
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に

お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
、
同
一

事
業
所
の
割
合
を
説
明
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
等
の
改
正

が
さ
れ
ま
す
。

教
育
民
生
観
光
常
任
委
員
会

　
　

審

査

報

告

九
重
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

議案

２件

九
重
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
係
る

申
請
者
の
要
件
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
改
正

九
重
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
係
る

申
請
者
の
要
件
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
改
正

常
任
委
員
会
報
告
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8名の議員が質問

麻生　第５次総合計画の開始までおよそ１年である。

策定進捗状況は如何か。住民意見は策定時や計画

実施途中にも反映させるか。

町長　若手で構成した将来像検討委員会で20年後の

状態を推定し将来像や課題を抽出した。早急に提示

する。第５次総合計画は本年中の完了を目指して取り

組んでおり、町民との意見交換の場も設定する予定で

ある。基本構想は10年とするが、基本計画は５年で見

直すなど弾力的に進めることも検討する。

麻生　長年取り組んでいる協調学習の成果や改善点

は何か。少人数学級では、ICTを活用して複数学校

での協調学習が有効である。

町長　10年経過し約120回の授業を行った。主体的

に学ぶ姿、自分の意見を述べ友達と一緒に考える姿を

常に目にする。協働し課題解決方法を学ぶ場として有

効。課題は準備時間と授業日数の制約である。実践

事例集の活用、協調学習の研修で改善する。ICT活

用による複数学校での実施には前向きに取り組む。

麻
生

　良
典 策定時も計画実施中も住民意見を

反映させる仕組みを作る　　　　　　　

住民（役場の最大顧客）と共に
どのように総合計画を策定するのか

第５次総合計画策定状況 協調学習の成果

麻生　持続可能なまちづくりのためにどのように住民と

行政は協働するのか。

町長　少子高齢化、情報化、生活様式の多様化に

より行政のみでは対応困難な課題が山積。自分たちの

町は自分たちでつくるという共通認識の下に自助共助

公助の役割分担を明確にし、様々な分野で協働を進

める。災害に備えた自主防災組織の確立、見守りなど

の地域活動、子育て支援活動、地域インフラを維持

する町民の活動、農林業の担い手育成等である。そ

のための情報共有や公開は確実に行う。

麻生　確かな学力、豊かな人間性、健やかな体を育

み生きる力を養うことを目指している。豊かな人間性のた

めに実践していることは何か。

町長　　主体的に学習に取り組む態度、協力して取り

組む力、リーダーシップ、優しさ、思いやりなどが「豊か

な人間性」である。授業や行事が育む資質・能力で

あり、授業目標を明確にし、学び方を工夫し、かつ地域

社会と共有することが大切。校内研修や学力向上会議

の充実、協調学習、ここのえ学、食育、道徳、人権、

環境・健康・防災教育など実践対象は多い。

豊かな人間性を育てる住民と行政の協働

町政基本方針

　・災害や感染症対応
　　　喫緊課題であり計画は必ず達成する
　・人を育てる
　　　人口減少によって人と人とのつながりが希薄になら
　　　ないことを目指して方策を講じる
　・仕事を呼び仕事をつくる
　　　大分 “宇宙港” に係る仕事を模索する
　　　グループホームの農福連携に取り組む

教育行政基本方針　〈４年間を振り返って〉

　・ここのえ学園基本計画本格実施の４年間
　・根底は０歳～15歳までの切れ目ない教育。
　　つながり学習、ふるさと学、中一ギャップ解消集合学
　　習を実施した
　・ここのえ学園をこども園、地区公民館に拡張し系統的
　　で具体的な取組を模索中
　・大学卒業後、故郷への貢献を望む卒業生もおり、成果
　　の一端を感じる
　・ここのえ学園基本計画の継続進化に邁進する

９

麻生

町長

麻生

町長

麻生

町長

麻生

教育長

一

般

質

問
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佐藤　飯田地区で630ｈａ、滝上が約100ｈａ、菅原が

50ｈａ、相口が40ｈａ、町内で約800ｈａの野焼きが行わ

れている。

　九重の四季で春は黒と言われている野焼きが、高

齢化や畜産農家の減少等でパンク寸前、現在防火帯

づくりに１㎡当たり４円の補助金を出しているが、これ

では野焼きを続けていくのは厳しい。

　九重町の魅力である草原を維持していくためには行

政としてどの様に考えているか。

町長　九重町の魅力である草原を守るための野焼き

は、非常に重要な事業のひとつだと思っている。活動

をしていただいている皆さん方に感謝を申し上げたい。

　九重町の自然、そして景観を守るためにも、皆さん

方とお話をして対応していくように、努力をしていきた

い。

佐藤　今から検討して対応していくとの答弁をいただき

ましたが、防火帯づくりの補助金の早急な増額と、そ

の資金は九重の野焼きの必要性を訴え、目的としてふ

るさと納税で集める。又、山林を守るための防火帯づ

くりという面で「森林環境税」の活用等、早急に取り

組んでもらいたい。

町長　森林環境譲与税の活用方法も、いろんな角度

から県や国に対して働きかけていきたい。

　できるだけ早い時期に判断して、期待に応えたい。

佐藤　淮園小学校、今年２億６千万円かけて大規

模改修の予定だが、今後の児童数の推移と、令和元

年に小学校は６校とするとした「小学校再編検討委

員会」、今後学校に行く保護者等の意見も聞いて方向

を出したのか。又、淮園小学校を残すための若者定

住対策を求めた淮園校区の区長会の陳情はどうなった

のか。対応が遅い！！

教育長　令和３年度の児童数は１年生３人、２年

生４人、３年生２人、４年生４人、５年生９人、

６年生９人の合計 31 人の予定。０歳児が新１年生

に入学する令和 10 年度の全校児童数は21 人と予想

している。「小学校再編検討委員会」は４地区から代

表１名ずつ、まちづくり協議会の代表１名ずつ、各

小学校のＰＴＡの代表、校長先生の代表、元教員の

16 名で協議をし、方向を決めた。

町長　若者定住対策を求めた区長会の陳情について

は、今後住民を含めて議論をしていきたい。

ふるさと納税や森林環境税等の

取り組みで早急な対応を・・・

できるだけ早い時期に判断し、

期待に応えたい。

淮園小学校、今年２億６千万円で

大規模改修、今後存続できるのか？

令和３年度の児童数は31人、

７年後の児童数は21人に

佐
藤

　博
美

野焼きは非常に重要

現場の皆さんと話をし、対応したい

くじゅうの自然を守る野焼きが
　　　　　　　　　パンク寸前

佐藤

佐藤

佐藤

町長

町長

教育長

町長

飯田地区での野焼きの様子

一

般

質

問
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佐藤　７月豪雨災害を受け、町として、新たな課題

や今後の対策について、どのように総括したのか。

町長　避難所関係、支援物資、情報伝達など上がっ

ている。対策本部で検討中であり、早急に取りまとめ

たい。

佐藤　河川、土砂災害の危険性の高まる梅雨時期は

間近、対応が遅すぎる。

町長　防災ハザードマップを更新し、新たな警戒区域

なども掲載した。それを活用し、町民と共に考えたい。

佐藤　全町的な災害であり、避難者を収容しきれない

事態も発生、密を避けるために車中避難を望む声も多

い。安全な場所に広い駐車場を持つ企業や団体にお

願いし、災害避難用駐車場として、協力を頂き、町内

各所に確保できれば町民の避難距離も短縮でき、安

心にもつながる。検討すべきだ。

町長　十分に検討する価値はあろうかと考える。その

提案も踏まえて総括したい。

佐藤　10年後の町のあるべき姿を描く、第５次総合

計画の策定が迫っている。行政主導ではなく、計画の

段階からしっかりと町民と意見交換するとの答弁を受け

たが、時間的に厳しいのではないか。

町長　まちづくりの基本方針を定め、様々な分野の根

拠となる重要な計画であり、遅れていることは真摯に受

け止め、早急に議論できる場を持ちたい。

被災の教訓を活かせ

避難所の課題

第５次総合計画

佐
藤

　明
郎

新たな課題を早急に総括する

被災を教訓に町民を守れるか

災害復旧の第１歩　ＪＲ久大線の復旧を祝うイベント（東飯田地区）

佐藤

佐藤

佐藤

佐藤

町長

町長

佐藤

町長

町長

町長

町長

佐藤佐藤佐藤佐藤佐藤佐藤佐佐藤佐藤佐藤佐藤佐藤藤

町町長町長町長町長町長町長町長町長町長町長町長町長町長町長町町長町長町長町町長町長町町長町町町町町町町町

町町町長町長町長町長町長町長町長町長町長長町長町長町長町長町長
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岩尾　デジタル教科書の導入、利用についてどのよ

うに考えているか。

教育長　デジタル教科書実証事業に参加し、有効性

を見極めたうえで導入について考えていきたい。

岩尾　タブレット等の画面に接する時間が長くなるが、

健康面での懸念はどのように考えているか。

教育長　子供たちの身体に与える影響（健康）に留

意しながら利用していきたいと考えている。

岩尾　ＩＴ機器等の家庭環境における格差について、

フォローはどのように考えているか。

教育長　格差が生じないよう、支援を考えている。

岩尾　教科担任制について、九重町は１学年１クラ

スであるが、導入をどのように考えているか。

教育長　５、６年間の先生の入れ替わり等で実施が

可能ではないか、また、県教委が推進している例も活

用し、研究、検証していきたいと考えている。

岩尾　学校給食費について、給食も教育の一環であ

り、子育て支援や移住定住政策にも役立つので無償

化、もしくは更なる軽減は考えられないか。

教育長　こども園については無償化しているが、給食

事業全体には多大な経費が掛かっており、賄い材料

費については保護者に負担していただきたい。

岩尾　小規模校のメリット、デメリットについてどのよう

に認識しているか。

教育長　きめ細かな指導が行いやすい、教職員の目

が行き届く等の利点と社会性やコミュニケーション能力

が身につきにくい、協働的な学びの実現が難しい等の

欠点がある。

岩尾　褒めて育てることはよく聞くが、打たれ強く育て

ることはどのようにして教えるか。友達と勝ったり負けた

りしたり、下級生に負けて悔しい思いやつらい思い等

の嫌な経験をしても頑張り続けることが打たれ強さにつ

ながると思うが、小規模校ではそのような経験ができに

くいと思うがどう考えるか。

教育長　そのような環境に陥ったときに、それから回復

することが大切だと思う。困難からの回復力、ストレス

をはね返す弾性力等のレジリエンスをつける教育が重

要である。前向きな気持ちであったり、成功体験を積

み重ねる等の視点も持ちながら教育に取り組みたい。

岩尾　森林整備への支援について、森林環境譲与

税を利用して民有地等の森林整備を実施している市

町村があるが承知しているか。

町長　本町における集落孤立防止里山整備事業が同

様の事業と認識している。

岩尾　農業経営収入保険への加入支援について、

加入すれば様 な々被害に対して補償されるので、加入

を促進するために掛金の補助はできないか。

町長　個人の任意保険なので事業者の責任で取り組

んでいただきたい。

岩尾　原木椎茸生産に係る支援について、２万駒以

下のものには何故補助金を出さないのか。

町長　一定量以上の植菌をして生産量を維持、拡大

してもらいたい。

農林業政策について

教育行政について

岩
尾

　茂
樹きめ細かな指導が行いやすい等あるが、協働的な

学びの実現が難しい等もある

教育行政について
（小規模校のメリット、デメリットについて）

小規模校の教室風景

岩尾

岩尾

岩尾

岩尾

岩尾

岩尾

岩尾

岩尾

岩尾岩尾

教育長

教育長

教育長

教育長

教育長

教育長

教育長

町長

町長

町長
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増田　災害復旧、道路や河川等の進行状況は。

町長　２月末現在で　査定済（河川58・道路27）

内発注済（河川３・道路14）。引き続き計画的かつ

効果的な工事発注に努める。

増田　昨年７月の

豪雨災害を教訓化

して、新年度、新

たに取り組むこと

は。

町 長　現 在 作 成

中のハザードマップ

は出来次第全戸配

布しHPに掲 載 す

る。防災の備え増

と防災士スキルアッ

プも予定。総括は

まだできていない。

増田　避難所として町内の宿泊施設との連携を昨年

９月に提案した。受け入れることのできる施設や料金

などがリスト化されていれば町民も利用しやすい。今年

の梅雨までに実施できるか。

町長　受け入れの課題を整理し、入梅前には前へ進

めていきたい。

増田　役場職員が住民のスペシャリストであるために

は、役場の組織体制を変革する必要がある。また災

害後の教訓として、住民が「たらい回し」となったこと

を改善するために総合窓口を一本化するのが望まし

い。住民は総合窓口へ行くだけで用事が済む。全国

でも取り組みが進んでいる「ワンストップサービス」を参

考に、九重町もできるところからできるだけ取り入れては

どうか。

町長　理想であるが、様 な々検討が必要である。

増田　役場庁舎・文化センター・保健福祉センターに

ついて、今後の改修計画は。

町長　公共施設の調査が終了し改修見通しが出た。

庁          舎：早期にエレベーター改修、令和８年度

から大規模改修。

保健センター：令和３年度空調設備とトイレ、令和７

年度から大規模改修。

文化センター：令和３年度武道場床張替、令和４年

度ホール設備改修、令和５年度～外

壁・エレベーター順次改修。

他の施設も含め、具体的にはこれから進める。

増田　人口減少も大きな問題だが、町づくりや居住地

域作りとセットで将来像を描く必要がある。住宅地不足

の対策として、町有地を払い下げたり、民間の開発を

促すために固定資産税免除等の政策を積極的にうち

出してはどうか。

町長　スピード感を持って検討していきたい。

役場職員は町民のスペシャリストへ！
①現組織体制を変革し、選択と集中を進める

②業務内容を統一した形で可視化する

公共施設の老朽化と人口減少
どう取り組むか

増
田

　裕
子

豪雨災害の総括と教訓化をしっかりやっていく

町民の命と財産、暮らしを守る
　　災害に強い町づくりへ向けた取り組みは

ワンストップサービス　総合案内　⇒　総合窓口へ
「すべてが一つの場所で様々なサービスが受けられるシステム」

工事が始まった柚木

増田

増田

増田

増田

増田

増田

町長

町長

町長

町長

町長

町長
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野上　コロナワクチン接種の準備状況は

町長　現時点（3月上旬）では集団接種を基本に考

えているが、状況によっては個別接種が入ることも。ワ

クチンがいつ、どれくらい届くか不透明であるが、円滑

な接種ができるよう準備中である。

野上　接種に必要な機材は調達できているのか。

町長　ディープフリーザー（超低温冷凍庫）、注射

器・針、希釈液等は国から各自治体に提供される。

野上　接種場所の考えは。

町長　集団接種は文化センターを考えている。万一、

重い副反応が出た場合、救急車等の迅速な対応がで

きるのが主な理由。

野上　接種の有無の確認方法は。

町長　医療機関は予診票で、個人は接種済証で確

認できる。国の接種記録システムも導入予定。

野上　納税額の推移は。

町長　過去５年の推移は

野上　納税額が増えた要因は。

町長　近年の増額は、サイト利用によるものと考える。

野上　返礼品の数はどれくらいあるのか。

町長　現在107品の登録で肉類16、米類28、果物類

14、酒類13、加工品36である。  

野上　ふるさと納税を増やすには返礼品の人気度や

表示の仕方を工夫する事が大切と思う。どう考えるか。

町長　サイト内をチェックして善処する。

野上　地域おこし協力隊の目的は。

町長　主たるものは地域活性化と定住である。

野上　活動内容は。

町長　まち協の行事支援、くらサポのコーディネート、

農産物の生産と地域での販売活動、観光情報の発信

等である。

野上　地域コミュニティに溶け込めているのか。

町長　溶け込めているとは言えない。

野上　町民からのアプローチは。

町長　広く知られておらず多いとは言えない。積極的

なPR活動が必要と考える。

野上　ブリツジ人材の不足を確保出来る地域プロジェ

クトマネージャー制度を活用できないか。

町長　調査研究してみる。

野上　家屋の公費解体について

町長　令和２年度は査定等に時間がかかり入札した

が不落の為、令和３年度早期に実施する。

野上　農地の復旧状況と耕作出来ない水田の把握は。

町長　まだ着工件数は少ないが発注は進んでいる。

　　　作付け代替品目の相談会を開き対応している。

ふるさと納税について

豪雨災害復旧状況

　コロナワクチン接種について

地域おこし協力隊について

https://www.soumu.go.jp/main_content/000724700.pdf

総務省が新設する「地域プロジェクトマネージャー」制度

九重町が活用しているサイト

野
上

　香
代
子柔軟に対応し迅速に進める

コロナワクチン接種・ふるさと納税・地域おこし協力隊
災害復旧状況等、今後の考えを問う

町長

町長

野上

町長

野上

町長

野上

町長

野上

町長

野上

町長

野上

町長

野上

町長

野上

町長野上

町長

野上

町長

野上

町長

野上

町長

野上

H27 3,390,010円

H28 31,066,728円

H29 32,297,500円

H30 33,388,000円

R01 84,083,000円

町長

野上

野上
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〇空き家・空き地の情報発信は十分か。

有吉　町内に空き家が増えているが、住宅の様々な

町の補助事業等の情報が発信されているか。

町長　空き家及び空き地の情報は町へのバンク登録に

よりホームページ等で情報発信している。

〇土地の相続・贈与の推進が必要ではないか。

有吉　全国的な問題となっているが生存しない所有者

名義の土地があると土地の活用ができない。町の取り

組みとして相続・贈与を推進すべきではないか。

町長　登記上動かせない土地になるといろんな支障が

でる、国等の動向も視野に入れて検討する。

有吉　所有者が町内にいなくて維持管理できないか

ら、町へ寄付したい希望者が増えているが町も寄付を

受けて町の活性化へ利用すべきではないか。

町長　全ての寄付を受けることは困難と思われるが、

条件を精査し検討する。

〇観光農業の推進で活性化を図るべき。

有吉　観光農業の町として観光客との交流で、小規模

農家の未使用地を貸農園等への利用が出来ないか。

町長　法的にも整備がいるので研究していき、希望者

との相談も行っていく。

〇農家の高齢化が進む中で農地の維持管

理を推進する取り組みが必要ではないか。

有吉　農地の維持管理

に原材料支給は大きく役

立ってきたが、高齢化が

進む中で農地を維持する

ために、申請条件の規

制をなくし農地を守るべき

ではないか。

町長　毎年予算規模の

申請者がいるので継続は

する、申請条件について

は検討する。

〇消防団員の減少対策は。

有吉　少人数の分団が増えているが、現状に合う見

直しが必要ではないか。

町長　現状に合う見直しを協議する。

〇ＰＣＲ検査・抗原性キット検査の準備は。

有吉　町内に感染者が出た場合、必要範囲の人に

検査を受けさせる準備は出来ているか。

町長　医療機関で、医師が見て感染が疑わしい場合

は、抗原検査を受けることが出来る。

町政振興について

新型コロナウイルス感染症

拡大防止対策について

有
吉

　富
生

農家の希望に沿うように検討する

農家の減少対策に小規模農家への
維持管理支援が必要ではないか

１人農地で原材料支給を望む水路
（女性の高齢者所有地）

庭木で家を押し上げている空き家
（空き家１０年位　今なら使用できる空き家）

有吉

町長

有吉

有吉

有吉

町長

町長

町長

有吉

町長

有吉

有吉

町長

町長

九重町初の軽トラポンプ車導入
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令和の時代を生きる！  第9弾

岐部　第４次総合計画の２大プロジェクトの一つであ

る定住人口１万人の目標は何故達成できなかったのか。

町長　年少人口・生産年齢人口の減少と老齢人口の

増加は当時から予測していた。全国的な人口減の局

面の中で本町でも自然減や社会減に歯止めが効かな

かったことが大きな要因と考えている。

岐部　10年経過して具体的に日本一の田舎になった

かどうかや定住人口の結果について要因を挙げるだけ

では目標を立てていると言えるのか。

（ 資料として大谷選手のマンダラシートを提示 ）

参考ＵＲＬ　https://www.lifehacker.jp

町長　第５次総合計画策定時には必要な指標を設け

補助金制度の先にまち・ひと・しごと総合戦略とも合

致した施策を打っていかなければならない。

岐部　買い物弱者の救済や町おこし協力隊の活動を

支援する仕組みにここのえまち総合サービス株式会社

が連携できないか。

町長　現行の事業に加えて町民の活動との連携につ

いては今後可能性を探っていくことができるのではない

か。

岐部　教育で大切な生きる力とはなにか。

教育長　生きる力とは人生をより豊かにしていくために

どうするべきか主体的に考える力である。

 【 生きる力 】 　三角形が大きいほど力が備わっている

（体力・気力・バランス感覚）

基礎的人間力

　 情報処理力                    　　  情報編集能力

（知識・理解・技能）　　　　　　 （思考・判断・表現）

岐部　生きる力を分かり易く提示すると上記の図のよう

な理解でよいと考える。現在子育て支援・コミュニティ

スクールと学園構想という素晴らしい教育システムを構

築しているが社会の変化に対応するため今後どのよう

に発展させるのか。

教育長　コロナ禍の中ICTを活用した教育活動の普

及はもちろんのことスクールコミュニティの考え方も取り

入れ学校を核とした地域づくりにも取り組んでいく。

岐部　令和３年度に淮園小学校の大規模改修が行

われる。何故この時期に改修に踏み切ったのか。

町長　人口減少に伴い児童数の減少という現実があ

るが、地域が学校を支え、学校が地域を創るという先

ほどの教育長の話もある。結果も大切であるがそれより

も結果に至る経過のほうがより大切なことである。地域

づくりはやはりその地域の皆様の力を借りなければでき

ないことである。学校の環境整備をすることで地域づく

りの次のステップにしたい。そのための協力を切に望

む。

教育長　淮園小学校だけでなくそれぞれの学校の教

育内容の充実に一層努力していく。

第４次総合計画二大プロジェクトの結果は

コミュニティスクールとスクールコミュニティ

地域の活性化の中に学校の役割を提案

する！

岐
部

　俊
哉まちづくりはひとづくり　であり町民の協力と

プロセスを重視！結果責任は町長が負う！

まちづくりとひとづくり　目標の為の目標
組織のための組織　でよいのか？

教育長

教育長

教育長

岐部

岐部

岐部

岐部

岐部

岐部

町長

町長

町長町長

一

般

質

問
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最
近
、
一
人
カ
ラ
オ
ケ
、
一
人
焼

肉
、
そ
し
て
一
人
キ
ャ
ン
プ
が
流

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
は

ニ
ッ
チ
な
商
品
（
お
ひ
と
り
様
家
電

品
）
が
売
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
対
人
関
係
の
煩
わ
し
さ

か

ら
、
家

族
、
友

人
、
地

域
の
関
係
が
希
薄
化
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
子
供
時
代

か
ら
ゲ
ー
ム
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
興
じ
て
一
人
で
遊
ぶ
こ

と
が
多
く
、
我
慢
や
妥
協
、

譲
歩
な
ど
す
る
こ
と
な
く
、

人
間
形
成
が
出
来
ず
に
成
長

す
る
子
供
が
多
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
男
女
関
係
も
お

か
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
付
き

合
い
方
が
わ
か
ら
な
い
、
適
齢
期
に

な
っ
て
も
、
一
人
で
過
ご
す
人
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
世
情
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
で
き
る
だ

け
人
と
交
わ
ら
な
い
よ
う
に
、
テ
レ

ビ
は
毎
日
報
道
し
て
い
ま
す
。
将
来

が
不
安
で
す
。
も
う
元
に
戻
ら
な
い

新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
に
戸
惑
い
と

不
安
を
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

　
退
職
し
て
、
た
ま
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
、
お
年
寄
り
の
一
人
世
帯

の
弁
当
配
食
や
草
刈
り
な
ど
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
最
後
は
、

ど
ん
な
人
で
も
一
人
に
な
る
の
だ
か

ら
、
年
を
重
ね
て
も
、
も
っ
と
、
人

と
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
、

喜
怒
哀
楽
の
人
生
を
歩
ん
で
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

東
飯
田

　川
下
南

も
う
す
ぐ
古
希
。多
感
で
す
。

　
妻
の
実
家
の
家
業
を
継
ぐ
た
め

に
、
私
た
ち
一
家
が
宝
泉
寺
に
帰
郷

し
て
早
も
う
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
帰
郷
時
の
宝
泉
寺
温
泉
郷
は
、
毎

日
の
よ
う
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客

様
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
自

身
、
接
客
業
に
携
わ
る
こ
と
が
初
め

て
で
戸
惑
う
事
も
多
々
あ
り
ま
し
た

が
、
お
客
様
と
接
す
る
事
の
楽
し
さ

を
感
じ
て
い
た
毎
日
で
あ
っ
た
と
書

き
な
が
ら
思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
昨
年
か
ら
続
い
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
７
月
豪
雨

と
、
私
た
ち
観
光
業
は
今
ま
で
に
味

わ
っ
た
こ
と
の
な
い
程
の
打
撃
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
為
、
宝
泉
寺
温
泉

郷
で
は
未
だ
に
営
業
再
開
が
で
き
て

い
な
い
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
宝
泉
寺
温
泉
郷
復
興

「
元
気
！
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動

し
始
め
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
若
手
を
中
心
と
し
た
も
の

で
、
新
た
な
魅
力
発
掘
か
ら
そ
の
発

信
を
行
う
も
の
で
す
。

　
第
一
弾
と
し
て
、
宝
泉
寺
温
泉
郷

の
「
宝
」
で
あ
る
温
泉
水
を
活
用
し

た
温
泉
水
珈
琲
を
開
発
し
ま
し
た
。

　
温
泉
街
の
中
心
に
あ
る
石
櫃
の
湯

を
足
湯
と
し
て
復
活
さ
せ
、
日
本
で
は

ま
だ
無
い
足
湯
c
ａ
f
e 

& 

B
A
R

と
す
る
べ
く
社
会
実
験
も
し
ま
し

た
。

　
今
も
ア
イ
デ
ィ
ア
が
温
泉
の
様
に

湧
き
出
し
て
い
ま
す
。
日
々
、
温
泉

水
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。

南
山
田

　宝
泉
寺

温
泉
水
を
友
に

畑いじりの途中。のどかな松木川

石櫃（いしびつ）の湯を楽しむ
（足湯cafe & BAR）

��������

進

　
　一
富
さ
ん

野
田

　桂
摩
さ
ん

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と
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　今
年
は
桜
を
は
じ
め
春
の
花
の
開

花
が
な
ん
だ
か
早
く
感
じ
ま
す
ね
。

　嬉
し
い
反
面
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
気
に
な
り
、
喜
び
勇
ん
で
お

花
見
と
は
な
ら
な
い
現
状
で
す
。

　国
内
で
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

も
始
ま
り
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
皆

さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
九

重
町
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
さ
れ
た

方
も
い
る
か
も…

　議
会
の
委
員
会
構
成
替
え
が
あ

り
、
私
が
広
報
委
員
長
。
私
で
大
丈

夫
か
し
ら
？
多
く
の
不
安
も
あ
り
ま

す
が
、
委
員
の
皆
様
方
と
一
緒
に
二

年
間
議
会
だ
よ
り
を
作
っ
て
参
り
ま

す
。「
内
容
が
マ
ン
ネ
リ
だ
よ
ね
」「
こ

ん
な
記
事
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」
等
、

ご
意
見
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

野
上

　香
代
子

‥
‥

‥
‥

‥
‥

‥
‥

‥
‥

‥
‥

‥
‥

 

広
報
委
員
長

　野
上
香
代
子

副 

委 

員 

長

　土
井
眞
一
郎

委

　
　
　員

　佐
藤

　博
美

委

　
　
　員

　大
津
留
敏
加

委

　
　
　員

　麻
生

　良
典

委

　
　
　員

　岐
部

　俊
哉

議会だよりについて

ご意見をお聞かせください。
【議会事務局：76－3814】

次回は6月です傍聴へどうぞ

梨の花

東 飯 田

次回は次 月ですは6月 すす

田東 飯 田東東 飯飯 東 飯東東 飯飯 田田田
第９回

平成の大合併の時、自治権を持った九重町を残し

たいと町議に出て、早17年目となりました。

一時は、合併の圧力に屈せず、単独の方向を出し

た九重町は全国的にも注目をあびて来たこともあり

ましたが、現在は時の流れに埋没し、20年後には人

口は5千人台まで減ると言われています。

今、九重町はコロナ禍に加えて、昨年の水害の復

興で大変な時ではあります。しかし、復興は大切です

がそれと同時に10年、20年先を見通した投資も行っ

ていかなければ、九重町は存続していかない。

九重町が生き残るために、今こそ議会の在り方が

問われている。

⑨ 佐藤博美

久大線全線開通久大線全線開通
喜ぶ
町の人々

野 矢
豊後中村駅

野

引 治 駅


